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会 

記 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日

（日
）
叡
智
庵 

 

第
八
回 

茶
事

「杓
底

一
残
水
」 

正
午
茶
事 

文
化
庁 

平
成
二
十
七
年
度
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業 

 

親
子
茶
道
教
室 
茶
事

「杓
底

一
残
水
」 

 

御 

客 

○
○ 

△
△ 

様 

○
○ 

■
■
様 

☐
☐ 

○
○ 

様 

☐
☐ 

▲
▲ 

様 

   

寄
付 

十
時
五
〇
分 

  

席
入 

十

一
時 

 

設
え 蹲

据 

手
水
鉢

（織
部
）
・
竹
筏

・
つ
く
ば
い
柄
杓 

小
堀
遠
州
水
琴
窟 

信
楽
焼 

重
蔵
窯 

 

扁
額 

『叡
智
庵
』
秀
昭
書 

 

 

待
合

（見
立
） 

床 
 

軸 
 

福
寿
康
寧 

愛
新
覚
羅
恒
珏
筆 

花 
 

桜
、
ジ
ャ
イ
ブ

（黄
）、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

花
入 

魚
籠 

  

初
座 

 

煎
茶
道
席 

席
主 

▽
▽ 

取
次 

■
▽ 
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玉
露
手
前 

 

一
煎 

甘
露
滴
滴 

二
煎 

茶
味

一
碗 

干
菓
子 

白
湯 

白
湯

一
碗 

 

設
え 

座
右
荘 

床 

軸

「あ
り
が
と
う
」
○
○ 
▽
▽
書 

文
房
具
荘 

 

名
水

『東
京
水
』 

http://w
w
w
.w

aterw
orks.m

etro.toky
o.jp/toky

o-sui/in
dex

.ht

m
l 

 

茶 

玉
露

『富
貴
』 

京
都
寺
町 

蓬
莱
道
茶
舗 

http://w
w
w
.ky

oto-teram
achi.or.jp/horaido/ 

干
菓
子 

彩 

菓
心
た
ち
ば
な 

 

https://w
w
w
.tokachi-tachiban

a.co.jp/tachiban
a/ 

菓
子
器 

ベ
ト
ナ
ム 

  

席
改
め 

 

床 

軸

「杓
底

一
残
水
」 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

一
輪 

竹

一
輪
挿 

 

席
入
り 

坐
禅 

瞑
想 

四
分
の
一
炷

（十
分
）
に
短
縮 

  

懐
石
席 

十
二
時 

 

 

前
半 敷

紙

（桜
） 

懐
石
膳 

温
石
箸
置
き 
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飯
椀 

ご
飯

一
口

（
ア
サ
リ
、
ゴ
ボ
ウ
茶
飯
） 

汁
椀 
味
噌
汁 

 

一
献
目 
ビ
ー
ル 

 
or 

り
ん
ご

・
オ
レ
ン
ジ 

ジ
ュ
ー
ス 

 

飯
器

・
汁
替

（略
） 

 

向 

付 

（ジ
ャ
コ
天
、
卵
焼
き
） 

煮
物
椀 

（大
根
、
里
芋
、
人
参
、
茄
子
、
隠
元
、
梅
麩
、
炊
合
せ
） 

 

二
献
目 

 

焼
物
鉢 

（鮭
）
焼
物 

 

強
肴

（昆
布
豆
、
ヒ
ジ
キ
煮
、
蓮
根
真
薯
、
杏
） 

 

飯
器

・
汁
替
、
辞
退 

 

小
吸
物

（箸
洗
い
）
（略
） 

 後
半 

 

三
献
目 

八
寸 

山:

玉
露
茶
葉
ポ
ン
酢
浸
し 

 

海:

ま
ま
か
り
黄
金
酢 

手
塩
皿
に
取
分
け 

 

ち
ど
り
の
盃 

一
献
に
省
略 

冷
酒

（真
澄
） 

 

香
の
物

（沢
庵
）
湯
斗

（浄
水

（じ
ょ
う
す
い
）、
ポ
ッ
ト
） 

行
鉢

（ぎ
ょ
う
は
つ
）
（知
足

・
餓
鬼

へ
の
分
け
前
） 

http://w
w
w
.soto-kan

to.n
et/ 

 

 

主
菓
子 

練
切 

桜 

菓
心
た
ち
ば
な 

 

銘
々
皿
、
懐
紙
、
黒
文
字 
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中
立

・
席
改
め 

 

床 
 

軸

「春
」
☐
☐ 

●
●
書 

文
房
具
荘 

 

  

後
座 

席
入
り 

十
三
時
半 

 

 

茶
の
湯
席 

亭
主 

●
● 

半
東 
▽
■ 

 

初
炭

（電
気
炉
に
省
略
） 

前
半 

茶
の
湯 

濃
茶
席 

各
客1

碗
練

（略
） 

後
炭

（電
気
炭
に
付
き
略
） 

  

後
半 

茶
の
湯 

薄
茶
席 

 

 

設
え 風

炉 

面
取
風
炉 

唐
銅 

唐
銅
師 

麻
生
雄
芳
作 

釜 
 

万
代
屋
釜 

利
休
好
写 

佐
藤
浄
清
作 

水
指 

作
者
不
詳 

柄
杓 

風
炉
用 

奈
良
高
山 

竹
茗
堂 

久
保
左
文
作 

 
 

 
http://w

w
w
.chasen

.jp/in
dex

.htm
l 

建
水 

莨
葉(

た
ば
こ
ば) 

西
尾
瑞
豊
作 

オ
ラ
ン
ダ
阿
蘭
陀 

和
蘭 

紅
毛 

蓋
置 

青
竹 

 

薄
器 

利
休
型
中
棗 

茶
杓 

煤
竹 

來
果
作 

銘

「知
足
」 

黒
楽 

利
休
七
種
茶
碗 

長
次
郎
写
し

「
鉢
開
」
佐
々
木
照
楽
作 

茶
碗 

松
竹
梅 

 

赤
楽 

利
休
七
種
茶
碗 

長
次
郎
写
し

「
早
舟
」
佐
々
木
照
楽
作 

茶
碗 

御
本
手 

霞
桜 

桜
の
絵 

小
倉
寅
介
作 

替
茶
碗･･････ 

茶
筅 

百
本 

奈
良
高
山
竹
茗

（ち
く
め
い
）
堂 

久
保
左
文
作 

 

 
 

 
http://w

w
w
.chasen

.jp/in
dex

.htm
l 
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茶 
 

薄
茶

「蓬
莱
」 

青
松
園 

http://w
w
w
.odaky

u-halc.jp/cm
/shop/shop017  

 

菓
子
盆 

扇
面
絵
替
り
盆 

干
菓
子 

彩 

雲
母 

菓
心
た
ち
ば
な 

 

https://w
w
w
.tokachi-tachiban

a.co.jp/tachiban
a/ 

 

退
室 

 

席
主 

煎
茶
道
席 

○
○ 

▽
▽

・
■
▽ 

茶
の
湯
席 

☐
☐ 

●
●

・
▽
■ 

叡
智
庵
主 

 

證
道
來
果

（湯
澤
秀
昭
） 

以
上 

   

文
化
庁 

平
成
二
七
年
度
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業 

親
子
茶
道
教
室
茶
事

「杓
底

一
残
水
」 

修
了
証
書
授
与
式 

記
念
撮
影 

開
催
者
及
び
客 

懇
親
会 

一
期

一
会 

独
座
観
念 

 

散
会 

 
   

 

杓
底

一
残
水

（し
ゃ
く
て
い
の
い
ち
ざ
ん
す
い
） 

汲
流
千
億
人

（な
が
れ
を
く
む
せ
ん
お
く
に
ん
） 

http://w
w
w
.soto-kan

to.n
et/ 

茶
事

「杓
底

一
残
水
」 

http://w
w
w
.cosm

os-g
i.co.jp/base3.htm

l 

主
催 

叡
智
得
留
倶
楽
部 

 
 
w
w
w
.cosm

os-g
i.co.jp/hl_club.htm

l 
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茶
事

「杓
底

一
残
水
」
の
目
的 

 一
． 

茶
事
を
通
し

「杓
底

一
残
水

（し
ゃ
く
て
い
い
ち
ざ
ん
す
い
）」
、
よ
り
多
く
の
方
が

幸
せ

「汲
流
千
億
人

（な
が
れ
を
く
む
せ
ん
お
く
に
ん
）」
に
な
り
、
自
己
も
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と 

二
． 

誰
で
も
が
一
人
で
も
気
軽
に
流
派
、
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
和
の
総
合
伝
統
文
化

「茶

事

（ち
ゃ
じ
）」
を
催
す 

三
． 

「茶
道

（ち
ゃ
ど
う
）」
を
身
に
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
和

（日
本
で
は
な
い
）

の
伝
統
文
化
を
語
り
、
所
作
が
出
来
る 

 

知
足 

 

紛
争
地
で
は
多
く
の
市
民
、
子
供
が
命
か
ら
が
ら
逃
げ
廻
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
多
く
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
命
を
掛
け
、
世
界
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
命
を
落
と
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
し
て

・
・
・
・
？ 

 

名
水

「東
京
水
」 

日
本
で
は
水
道
の
蛇
口
を
開
け
ば
、
清
潔
な
美
味
し
い
水
が
簡
単
に
飲
め
る
。
し
か
し
、
世

界
で
は
飲
み
水
が
無
い
、
入
手
で
き
て
も
清
潔
で
な
い
、
未
だ
に
水
汲
み
を
せ
ざ
る
を
え
な

い
地
域
が
多
く
あ
る
。
我
々
は
如
何
に
幸
せ
な
こ
と
で
は
な
い
か
？ 

 食
物 日

本
で
は
近
隣
の
お
店
で
、
多
種
多
様
な
食
物
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
。 

世
界
で
は
未
だ
に
、
食
物
が
足
り
ず
、
今
、
命
を
落
と
し
て
い
る
人
が
多
く
居
る
。 

反
面
、
肥
満
で
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
、
食
べ
残
し
、
賞
味
期
限
切
れ
で
多
く
の
食
物
が
廃

棄
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
何
な
の
か
？ 

 

杓
底

一
残
水 

今
日
、
食
べ
、
楽
し
め
た
人
が
、
「
一
残
水
」
を
川
の
流
れ
に
戻
す 

 

汲
流
千
億
人 

戻
し
た
流
れ
を
今
、
世
界
の
飢
え
て
い
る
人
々
に
確
実
に
流
し
、
生
活
環
境
を
作
る 

 

茶
事

「杓
底

一
残
水
」 

こ
の
流
れ
を
確
実
に
す
る
仕
組
み
作
り
を
し
、
底
上
げ
を
確
実
に
す
る
活
動 


